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  Step２．カルヴィニズムの禁欲的エートス 
  Step３．資本主義の精神 
































































































































































  1. 偶像崇拝の原因としての富（Deut.32:10-18; Isa.2:6-8;3:16-24; Jer.5:7; Ezek.7.19-20;    
16:15-22: Hos.2:5-9; Amos 6:4-7）。預言者は富が偶像崇拝へ導く危険性について警告    
する。…… 
             2. 不正の果実としての富 (Isa. 3:14-15; 10:1-3; Mic.6:10-12; Jer.5-27-28; Amos2:6;  
4:1-2)。…… 
    3. 忠実さの印としての富 (Lev.26:3-10; Deut. 11:13-15; Isa.54:11-12; 60:9-16;  
Jer.33:6-9)。…… 




   1. 躓きの石としての富 (Luke 18:18-30)。…… 
   2.信仰心と競合する対象としての富。福音書においては、人があまりにも所有に引き    
つけられるとき、選択が迫られる。なぜなら、神と富の双方に兼ね仕えることはで    
きないからである(Matt. 6:24; Luke 16:13)。…… 
   3.人間の必要の資源としての富。これは、新約聖書においてきわめて根強いテーマで    
ある。……(ibid., 14) 
















































































































































































































































































 ・政治と経済との関係、またそれらと宗教との関係をめぐる理論構築 35。 






































































  https://sites.google.com/site/kyotochristianstudies/home/modernity/journals あるいは、 
http://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/handle/2433/59268 
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もちろん、こうした宗教的視点からの経済学の問い直しは、キリスト教を超えた広がり
を有している。例えば、次のシューマッハーの議論は仏教からの類似の試みとして知られ
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